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レンスセンサ，舌上の正中線付近の前後に 2 つ，下唇に 1 つセンサを装着（それぞれ Ref, 
T1，T2，LLと呼称）して以下の計測を行った。舌尖から T1, T2までの距離はそれぞれ 12.7
㎜，36.9 ㎜であった。なお，すべての計測でセンサの座標は Ref に対する相対座標として
標本化周波数 100 Hzで記録した。計測条件は以下の通り。 
① 実験参加者にバイトプレートを装着した状態でセンサプレート上および印象トレイ上




③ 実験参加者が発話している間の T1，T2，LL センサの位置を計測した。発話課題はア，
カ，サ，タ，ナ行の単一モーラを区切って読み上げた。 
 
２.３ バイトプレートの 3次元計測 







サプレート上の 4点 T, R, L, LSおよび印象ト
レイ上の 1 点 IT の 3 次元座標 Mt，Mr，Ml, 
Mls, Mitと，図２にあるように，上顎の左右の
中切歯の外側の 2点 P1，P2および左右の第一




























 変換行列を用いてMt，Mr，Ml, Mls, MitをWAVE 座標系に移動させた結果，Wt，Wr, 
Wl, Wls, Wit との誤差（距離）はそれぞれ 0.31mm，0.34mm, 0.29mm，0.34mm，1.38mm
であった。 















  図 3はWAVE座標系に移動した口蓋形状と，












                                          
３.３安静及び発話条件でのセンサ位置 















これまで多く利用されている VisArtico (Ouni他, 2012) などのEMAの表示ソフトでは，
口蓋の正中断面上での口蓋の形状と発話時のセンサの位置のみが表示されるものがほとん
どであった。今回の手法を使えば，3次元の詳細な口蓋形状や咬合面の位置関係を加味して
図 3 正中矢状断面の推定位置 




















 本研究は，JSPS科研費基盤研究 B 17H02339，「リアルタイムMRIおよびWAVEデー









会誌, 71:10 pp. 526 −531 
北村達也・能田由紀子・吐師道子・波多野博顕（2014）「磁気センサシステムによる発話
観測における調音空間の計測」電子情通信学会技術研究報告, 114:303, pp. 89-93  
J. J. Berry. (2011) “Accuracy of the NDI wave speech research system”, J. Speech Lang Hear Res, 
54:5, pp. 1295-1301. 
Slim Ouni, Loïc Mangeonjean, Ingmar Steiner. (2012), “VisArtico: a visualization tool for 
articulatory data,” Proc. Interspeech2012, pp. 1878-1881. 
 
関連 URL 
メッシュ処理ソフトウェア Meshlab   https://www.meshlab.net/． 
言語資源活用ワークショップ2021発表論文集
137 2021年9月13日-14日
